
サステナブル社会実現への
責任と取り組み

サステナブル・ビジョン

経営ビジョン

積水ハウスグループのCSV戦略

CSV戦略①
住宅のネット・ゼロ・エネルギー化

CSV戦略②
生物多様性の保全

CSV戦略③
生産・施工品質の維持・向上

CSV戦略④
住宅の長寿命化とアフターサポートの
充実

CSV戦略⑤
ダイバーシティの推進

サステナブル社会の実現に向けて
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当社は1989年に、お客様本位の姿勢、最高の品質を目指す誇り、協力工事店を含めた人間関係において、原点を確認

する「心のよりどころ」として「企業理念」を制定しました。その後、住宅産業が社会や地球環境、未来に与える影響の大きさ

を認識した上で、真摯に取り組んでいくため、2005年に「持続可能性」を経営の基軸に据え、「経済」「環境」「社会」に住宅

産業の特性から独自に「住まい手」という「4つの価値」によるバランスのとれた経営を目指す「サステナブル宣言」を行いま

した。そして、2012年には、お客様の豊かで心地よい暮らし（SLOW）を先進の技術（SMART）で実現する「SLOW & SMART」

をブランドビジョンに掲げ、社会ニーズに応えながら「持続可能性」を追求しています。

サステナブル社会実現への責任と取り組み
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サステナブル社会実現への責任と取り組み
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環境価値　　　経済価値

社会価値　　　住まい手価値

サステナブル社会の実現に向けて

サステナブル・ビジョン

サステナブル・ビジョン

当社は2005年4月に「サステナブル宣言」を発表しました。その「サステナブル・ビジョン」を具体化し、事業活動レベル
に落とし込むため、日々様々な取り組みを行っています。

環境・経済・社会・住まい手の4つの価値に沿った具体的課題や指針を整備し、その上で研究開発部門、施工部門、CSR
室、人事部、環境推進部など社内各部署が横断的に連携し課題解決を図っています。また、ビジネスシステムにおいては、
経営企画部を主管部署とし、「サステナブル宣言」のもとに展開する重点施策について事業方針の企画、目標設定、結果の
検証を行っています。

また、4つの価値を具体化するために、13の指針を定めました。4つの価値を深く掘り下げた13の指針は、私たちの企業
活動を持続可能な方向へ導く道しるべとなります。

サステナブル・ビジョン

持続可能な社会とは、地球生態系本来のバランスを基本とし、将来にわたってすべての人々が快適に暮らせる社会の
こと。積水ハウスはお客様にご満足いただける住まいの提供を通じて持続可能な社会の構築に寄与するとともに、その
社会の中で暮らしの提供をリードしつづける「住環境創造企業」をめざします。

「4つの価値」に基づく「13の指針」（2006年の策定）

サステナブル・ビジョン4つの価値 関連項目

「サステナブル宣言」ニュースリリース

CSR推進体制と組織マネジメント

サステナブル・ビジョン

(p.83)
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サステナブル社会の実現に向けて

サステナブル・ビジョン

環境価値

私たちの社会と暮らしが大切な地球の資源とそ
こに成り立つ多様な自然から生み出されたことを
常に意識しています。環境保全、地球温暖化防止
に貢献する住宅産業の役割と責任を自覚し、私た
ちは住宅が環境に与える影響をライフサイクルを
通して把握し、その負荷を削減するための対策を
進めています。

エネルギー

化石燃料に依存しないエネルギー利用の実現

二酸化炭素など温室効果ガスを排出する石油、天然
ガスなど「化石燃料」の使用量を減らします。また、未来
にわたって持続可能に使用できるエネルギーの普及を
促進し、その再生可能な範囲内で利用します。

資源

自然生態系の再生能力を超えない資源の利用

3R（リデュース・リユース・リサイクル）を通じて廃棄
物を発生させない資源の利用を達成し、同時に、いずれ
枯渇する自然資源の使用を、再生可能な資源またはリサ
イクル資源に置き換え、その持続可能な供給範囲内で
資源を利用します。

生態系

自然の循環と多様性が守られるよう配慮する

何万年もの歴史を経て地球上の生き物の生存を支
え、浄化・再生能力によって我々の暮らしを成り立たせ
つづけてきた微妙な生態系、生物の多様性を尊重し、こ
れを維持保全することをめざします。

化学物質

自然界に異質で分解困難な
物質の濃度を増やしつづけない

化学物質の利用の影響が自然の分解能力の範囲内に
収まるよう、使用する化学物質の種類と使用量を抑え、
またその影響が不明な場合には事前に関係者と協議し
て進める予防原則を踏まえて利用します。

環境価値　　経済価値　　社会価値　　住まい手価値

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値
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サステナブル社会の実現に向けて

サステナブル・ビジョン

経済価値

住宅産業は広く社会や経済の活性化に寄与する
裾野の広い事業です。新しい技術やサービスも持
続可能な社会、住環境と暮らしを豊かにするため
に還元していきます。魅力的な付加価値を多くの
人に提供し、得られた利益を社会に還元する経済
の良好な循環をめざしています。

知恵と技

「サステナブル」な価値を創造する知恵と技術の蓄積

資源・エネルギーと時間の生産性を高め、環境・社会と調和する知恵、技術、プロセスを開発、蓄積し、「サステナブル」
な商品とビジネスモデルを提供しつづけます。

適正利益と社会還元

環境価値　　経済価値　　社会価値　　住まい手価値

サステナブル・ビジョン4つの価値

適正な企業利益の追求と社会への還元

事業の持続的成長をめざして適正な利益を追求し、
またその過程において関与するお客様、取引先、従業
員、株主、地域などのさまざまな関係者への適正な経済
価値の配分を行います。

地域経済

地域経済の活性化

住まいの提供を行う各地域において、地元の材や
サービスを活用し、その波及効果を創り出すことを通じ
て、地域内での価値の循環による経済の活性化を図り
ます。

経済価値
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サステナブル社会の実現に向けて

サステナブル・ビジョン

社会価値

暮らしの器である住まいを提供することは、生
活文化を継承し、創造していくこと。美しいまちな
みといきいきとしたコミュニティを育むことが私
たちの役割です。コンプライアンスをすべてのベー
スとしつつ、豊かなコミュニケーションを推進し、
新しい社会の構築に寄与します。

共存共栄

社会のさまざまな関係者との信頼と共感に基づく共存共栄の関係の構築

法の遵守はもちろん、企業市民として積極的に社会貢献活動に従事するとともに、企業活動を通じてつながる現在お
よび未来のすべての人々との双方向コミュニケーションと協働を深め、信頼と共感を醸成し、公正かつ共存共栄の関係
を築きます。

人材づくり

環境価値　　経済価値　　社会価値　　住まい手価値

サステナブル・ビジョン4つの価値

「サステナブル」な価値を創出する人材づくり

従業員の多様性を高め、視野を広げ、人間愛に満ちた
「サステナブル」な価値創出の能力を開発し、業務を離れ
た場面においても社会に貢献できる人材をつくります。
また、従業員のワーク・ライフ・バランスを整え、やりがい
を提供することで、能力を発揮できる環境を整えます。

地域文化と縁起こし

地域文化の継承・醸成とコミュニティ育成

地域の多様な文化を継承・醸成しながら、年が経つと
ともに美しいまちなみ・景観をつくり、「血縁」「地縁」「知
縁」の「縁起こし」の拠点となるコミュニティ育成に貢献
します。

社会価値
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サステナブル社会の実現に向けて

サステナブル・ビジョン

住まい手価値

家族の想いに応える住まいを提案し、すべての
人々が生涯、安全・安心で快適に暮らせるための性
能を提供します。永く住み継がれる住まいづくりに
努め、住まいの資産価値を守ることも私たちの役
割です。自然や社会との関係を考えた提案によっ
て末永く快適な暮らしを支え、住まい手の価値を
高めます。

永続性

末永く愛され、時とともに値打ちを高める住まいづくり

年月とともに成熟する佇まいを持ち、暮らしの変化に対応して永く愛され、住み継がれる住まいを創り、適正なライフ
サイクルコストを実現し、時とともに値打ちの出る住まいの提供をめざします。

豊かさ

環境価値　　経済価値　　社会価値　　住まい手価値

サステナブル・ビジョン4つの価値

永きにわたる豊かさの提供

家族の想いに応えるコンサルティング・ハウジング
（「私だけの一邸」）を通じて、家族や近隣、自然とのふれ
あい、美しさ、楽しさを創り出し、永きにわたり住まい手
の心の豊かさを実現する住まいを提供します。

快適さ

穏やか、健やかで快適な暮らしの提供

ユニバーサルデザインや防災、防犯、カスタマーズサ
ポートや最適なリフォーム提案などすべての人にとって
安全、安心、健康、快適な住まいを提供します。

住まい手価値
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経営ビジョン

サステナブル社会の実現に向けて

経営ビジョン

2004年10月に策定・発表した中期経営ビジョン「S-Project」では、従来のCS（顧客満足）、SS（株主満足）、ES（従業員

満足）の三位一体の向上に加え、CSRを経営の基本とし、すべてのステークホルダーに対して誠実にその責任を果たす企

業となることを目標に掲げました。

関連項目

CSR推進体制と組織マネジメント

住まい手価値

(p.83)
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経営ビジョン

サステナブル社会の実現に向けて

中期経営ビジョン

中期経営ビジョン「S-Project」

2004年10月に策定・発表した中期経営ビジョン「S-Project」では、従来のCS（顧客満足）、SS（株主満足）、ES（従業員

満足）の三位一体の向上に加え、CSRを経営の基本とし、すべてのステークホルダーに対して誠実にその責任を果たす企

業となることを目標に掲げました。

財務体質の健全化が2003年に完了したことを踏まえ、単なる売上・利益成長ビジョンにとどまらず、業界のトップ企業とし

ての社会的な責任を果たし、新たに企業としての「成長」を強く意識した構造改革として位置付けています。

中期経営ビジョン「S-Project」

関連項目

CSR推進体制と組織マネジメント

中期経営ビジョン

(p.83)
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経営ビジョン

サステナブル社会の実現に向けて

ブランドビジョン「SLOW & SMART」

中期経営計画とブランドビジョン

積水ハウスグループは2010年度中期経営計画が順調に進んだことを踏まえ、事業ドメインを「住」に特化した成長戦略を

展開し、成長を加速するため2012年11月に新たに中期経営計画を策定しました。

新たな中期経営計画では、これまで手掛けてきた多岐にわたる先進技術や暮らし方の提案等を、統一したブランドビジョ

ン「SLOW & SMART」に集約しました。

心地よさの実現とそれを支える技術

やすらぐ、くつろぐ、味わう、楽しむなど、住宅の普遍的な価値はその心地よさにあります。そして、これらを実現するため

には確固たる先進技術が必要になります。当社はこの考えを「SLOW ＆ SMART」ということばで表現しています。お客様に

ご満足いただき、社会的責任を果たすためのブランドビジョンとして位置付け、日々業務に取り組んでいます。

「SLOW & SMART」 ホームページ

住まいの基本性能（6要素）と「いつも今が快適」な暮らし提案（5要素）に関する技術力でお客様の豊かで心地よい暮らし

を提供することが「SLOW & SMART」の具現化です。

ブランドビジョン「SLOW & SMART」
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ブランドビジョン「SLOW & SMART」
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ブランドビジョン「SLOW & SMART」
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サステナブル社会の実現に向けて

住宅はさまざまな社会課題を解決する中心的存在である、と当社は考えています。

積水ハウスグループは、住まいづくりを通じて「サステナブル・ビジョン」に基づき、

多様なステークホルダーに対して、価値を創造・共有することにより、社会課題の解決に取り組んできました。

このたび重点的に取り組む五つのテーマを特定し、「CSV戦略」として位置付け、活動のさらなるレベルアップを図っていま

す。

これら一連のプロセスを以下に図示します。

積水ハウスグループのCSV戦略
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省エネと創エネで住宅のエネルギー収支をゼロに

する住宅の普及推進

「5本の樹」計画、「木材調達ガイドライン」などを通
じた生態系保全の取り組み

安定的に高品質な住まいを提供できる生産・施工

体制の強化

住宅の耐久性向上、ユニバーサルデザイン推進、

メンテナンス・リフォーム体制の充実など

多様な人材が創造性・革新性を発揮し、事業を通

じたイノベーションを実現する仕組みづくり

CSRの現代的課題の一つは、いかに経営戦略と結びつけるかにあります。そのた

めにはマテリアリティ（重要性）に関する分析を通じて対象を絞り込み、具体的な事業

活動との関連性を明確にする必要があります。また、バリューチェーン 全体の見直

しと強化も重要な課題として注目されています。

積水ハウスのお二人の経営トップと面談させていただき、企業の社会的な活動を

重視されていることを十分に感じました。また、そのような活動を社会にもっと目に見

える形で示したいとの意欲も強く見受けられました。

積水ハウスは、自社のビジネスモデルをこの視点から見直して、「4つの価値」を示

しています。これは、まさに積水ハウスのCSV（Creating Shared Value）と言えると思

います。今後は個々に具体的な数値目標を設定されてKPIとして活用されれば、新し

い形の価値創造が見える化されると思います。

※ 製品やサービスを顧客に提供するという企業活動を、調達／開発／製造／販売／サービス
といったそれぞれの業務が、一連の流れの中で順次、価値とコストを付加・蓄積していくものと

とらえ、この連鎖的活動によって顧客に向けた最終的な「価値」が生み出されるとする考え

方。

神戸大学大学院

経営学研究科長

國部  克彦  氏

※

積水ハウスグループのCSV戦略
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これまでの地球温暖化防止対策としてのCO 排出量削減に加え、現

在は震災後の日本が直面するエネルギー問題と家庭生活への影響低

減への取り組みも避けては通れません。日本の家庭部門でのエネルギ

ー消費量はこの40年で2倍に増加し、また火力発電比率が90%を占め

る状況でCO 排出量の増加という事態を招いています。一方で、日本で

消費される電力の3分の1は家庭が占めているという事実もあります。家

庭生活での省エネ推進は進みつつあるといわれていますが、我慢や節

約の意識だけではこの問題は解決できません。これらの社会問題に住

宅メーカーとしてどう対処し、それを持続可能な事業とするかが問われ

ます。その解決策が環境問題を改善しながら、積水ハウスのコア事業を

継続・発展できるビジネスモデル「グリーンファースト」戦略です。快適に

暮らすことと、家計のエネルギーコスト削減と生活時のCO 排出量削減

を両立させる仕組みを、積水ハウスの住まいを通して社会に広げます。

出典 ：国際エネルギー機関 経済協力開発機構
IEA/OECD Electricity Statistics

2

2

2

CSV戦略①住宅のネット・ゼロ・エネルギー化
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家庭でのCO 排出量削減には、積水ハウスの売上高の48%超を占めるコア事業「住宅請負事業」の取り組みが、持続

可能で実態効果も一番期待できます。2005年に住宅の省エネ技術でCO 排出量削減1990年比6%（対策を講じない場合

から20%）を目指す「アクションプラン20」をスタート。2009年には創エネ技術を加えた「グリーンファースト」（太陽電池や燃

料電池搭載の住宅）へと継続し、2013年には「グリーンファースト ゼロ」の推進をスタートさせ、1990年比で62%（5万ｔ）

のCO 排出量の削減を達成しました。

2014年のCO 排出量削減は「グリーンファースト ゼロ」で住宅のネット・ゼロ・エネルギー化をさらに推進・普及拡大し、

65%を目標にしています。

生活者の努力や行動に依存するのではなく、積水ハウスの家に快適に住むことが、暮らしの質的向上とエネルギー問題

の改善にもつながる、積水ハウスの住宅が増えることが、日本のCO 排出量を大幅に削減し、地球温暖化の抑制ならびに

国政に効果的に寄与する、という計画です。

日本国温室効果ガスインベントリ報告書および住民基本台帳データに基づき作成

政府はエネルギー基本計画（2014年4月閣議決定）で2020年には標準的な新築住宅をZEH（Zero Energy House）とする

ことを目標にしています。

重要なステークホルダー

お客様・取引関係会社（設備メーカー等）・エネルギー供給会社

商品としての改善項目
（従来の「グリーンファースト」から「グリーンファースト  ゼロ」へ）

2

2

2

2

2
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1 高断熱化

ハイグレード断熱仕様、ア

ルゴンガス封入複層ガラス

を標準採用

2 総合的な省エネルギー

高効率空調設備、節湯型

機器、LED照明、HEMS標準

装備

3 自然エネルギー利用

方位別ガラス、日射制御＋

通風配慮設計

リスク .1

取り組みの概要

1 政府のZEHに準じたエネルギー収支ゼロの住宅新商品「グリーンファースト  ゼロ」を開発し、市場投入。

2 販売事業所においては特別な事情がない限り、すべてのお客様に標準仕様として提案。

事業目標

取り組みの体制

1 自社内で「ネット・ゼロ・エネルギー」の達成度を把握できる専用の計算プログラムを開発。

2 販売事業所への徹底した知識と体制の落とし込みや、全国ショールームの整備。

3 ZEH補助金申請にあたる事前の勉強会やマニュアル、社内のチェック体制の強化。

ZEH仕様にすることによる住宅のコストアップ

CSV戦略①住宅のネット・ゼロ・エネルギー化
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対応 .1

リスク .2

対応 .2

政府のZEH基準に対応するには、現在の日本の標準的な住宅の仕様に、断熱や設備機器など省エネ性能の

大幅なグレードアップが必須になります。もともと積水ハウスの住宅は一般住宅と比較し、高いレベルの省エネ

性能を標準仕様としているので、ZEH仕様に対応するためのコストアップは比較的少なくて済みます。それでも

イニシャルコストのアップは避けられず、お客様の負担をできる限り抑える取り組みが必要です。全戸建住宅

の半数以上を「グリーンファースト ゼロ」仕様とすることを前提に、省エネ、創エネ機器メーカーへ推進への理

解と、集中購買での協力等を求めています。「グリーンファースト ゼロ」は省エネ技術と創エネ技術により光熱

費が極めて少なく済むことが特長ですが、そのメリットを安定させるため各エネルギー会社と目的を共有しな

がら、燃料費等のお客様負担を抑える調整にも取り組んでいます。

社会状況の変化によって補助金や太陽光発電買取価格が減額することによるユーザーコスト負担の増

大

直接販売に携わる事業所の従業員の意識向上と説明能力を強化。「グリーンファースト ゼロ」のユーザーメリ

ットは、経済性だけにとどまらず、多角的な暮らしの質向上に貢献できる未来に向けた住まいであることを伝え

るスキルをアップ。また、一部の導入コストは積水ハウスの環境推進費として捻出し、ユーザーの負担軽減に

つなげています。

積水ハウスではCSV戦略の重要項目として「グリーンファースト」の推進に取り組んでおり、2009年から販売を開始しま

した。さらに2013年からは、政府が2020年の標準化を目指している「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）」を「グリー

ンファースト ゼロ」で先取りしています。

「グリーンファースト ゼロ」は発売前に全国の事業所で営業担当の研修を行い、知識習得に努めました。政府のZEH補助

金申請開始に合わせ、2013年4月に販売をスタート。新築予定のお客様に対し、建築コストは上がるものの、光熱費の大幅

削減と今までにない快適性が得られること、未来の住宅を先取りできることなどの説明を行って受注活動を推進。その後

も、各地のショールームの展示を「グリーンファースト ゼロ」についての理解を深める内容に改装したり、お客様向けのセ

ミナーを各地で開催したりして普及に努めた結果、2014年1月には戸建請負住宅の全契約の約6割に達しました。
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2009年にスタートした「グリーンファースト」は2012年度で当面の目標であった85%をほぼクリアしています。

2013年4月から新たな戦略としてスタートさせた「グリーンファースト ゼロ」は、当初目標の全戸建請負住宅の50%に少し

欠ける48%でしたが、単月では2013年11月以降ではほぼ60%に至っていることもあり、当初目標はほぼ達成したと評価し

ています。

2014年度への取り組み

「グリーンファースト ゼロ」の実績は、直近では全国でほぼ60%に達していますが、地域差が見られます。2014年度の強

化推進策として「グリーンファースト ゼロ」をより提案しやすい、より大容量の太陽光パネル搭載が可能な新商品モデル

を2014年3月に発売しました。

さらに多雪地域対応の太陽光パネルを新たにラインアップに加えました。また、お客様のコスト負担を軽減するために、

2014年度の政府のZEH補助金を十分に活用するための仕様の見直しや申請体制の強化を図っています。
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ネット・ゼロ・エネルギーの考え方

「グリーンファースト ゼロ」は、快適な暮らしを維持しながら、断熱対策や設備機器の高効率化などで①「省エネ」を図り、

従来の消費エネルギーを半分程度に削減。残りの半分のエネルギーを②「創エネ」機器の導入により自分で創る（発

電）ことで、使用エネルギーを相殺してゼロ以下にするという、いわばエネルギーの自給自足を目指す住宅です。

平成25年度（2013年度）「住宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事業費補助金 （経済産業省）」の評
価方法に基づき「エネルギー収支ゼロ」であることを個別計算で確認しています。
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住宅産業は、住宅建築に大量の木材資源を使用するだけでなく、庭や街路の緑化、開発などで地域の自然に直接影響

を与えます。同時に、きれいに手入れされ成熟した緑は、住宅の価値を高めて住まい手に満足感を与え「まちの財産」とも

なります。

生態系の破壊により世界規模で生物資源の減少が進行する中で、年間30万m を超える木材を用い、お客様の外構緑

化で年間約100万本を植栽する、わが国最大級の造園業者でもある当社にとって、生物資源の利用は「ヒト・モノ・カネ・

情報」同様、経営を支える重要な「自然資本」です。従って、これを定量的に評価して長期的な事業継続を図り、お客様の満

足度向上と自然の回復力への寄与の両立を進めることが必要です。その一環として「調達」を自然資本の戦略的活用の軸

に位置付けて、原材料調達にかかわるサプライヤーとの良好な信頼関係構築を進め、生活者への新たな価値提案でこれを

支えることが、長期的に企業の将来価値や業績を左右するととらえています（下図）。

到達点を共有するところからスタート

当社では、持続可能な社会を実現するために、経営において重視する「4つの価値」と「13の指針」（2006年制定）

の中で、目指すべき姿について次の通り示して取り組んでいます。

3
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重要なステークホルダー

生活者・サプライヤー・環境NGO

取り組みの体制

木質建材の主要なサプライヤー 約60社…資材部等を通じた情報共有（「方針説明会」の実施や評価・教育）

庭木の植栽に使う樹木の生産者・造園業者約50社…全国の業者とのネットワーク

取り組みの概要

「5本の樹」計画  ～生態系に配慮した樹種を用いた緑化事業～

造園緑化において植栽する植物について、園芸種・外来種のみを多用するのではなく、生態系に配慮し、地域の生

き物にとって活用可能性の高い「自生種・在来種」の樹種を積極的に提案する「5本の樹」計画と名付けた造園緑化事

業を2001年から推進してきました。

実施に際しては、地域の植木生産者・造園業者のネットワークと連携し、それまで市場での流通が少なかった自

生種・在来種の樹種の生産を依頼。安定的な供給体制を確保するとともに生活者に対して生き物と共生した暮らしの

楽しさや意味を提案しています。
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リスク .1

「5本の樹」計画を反映した庭や街路が増えることで、生き物とつながって暮らす楽しさが実感でき、都心の小さな庭

や空間がつながってネットワークを生み出し、生態系のネットワークの重要な一部が形づくられます。

「木材調達ガイドライン」の運用　～持続可能な木材利用の推進～

当社が住宅建築に用いる木質建材に関して、絶滅危惧種でないか、貴重な生態系が形成されている地域からの木

材でないかなど、生物多様性等に配慮した持続可能性の高い「フェアウッド（公正な木材）」の調達を2006年から進め

てきました。

取り組みは、当社に対して木質建材を納入している主要なサプライヤーを集めて、その必要性の学習会を始めると

ころからスタート。「持続可能な木材」とはどのようなものかを検討し、国際環境NGO FoE Japanの協力を得て10の指

針からなる独自の「木材調達ガイドライン」を策定。配点基準に従って、サプライヤーから当社に納入された木材を数

値評価し、改善に向けたPDCAを回しています。

調達プロセスを通じて、サプライヤーと信頼関係を強め、共に成長することが企業価値を高めると位置付けていま

す。

企業調達においてメーカーがサプライヤーに対して一方的にQuality・Cost・Deliveryのみを求めるだけでは本物の

協力関係は生まれません。

当社は、メーカーの役割は変化しなくてはならないという姿勢のもと、生物多様性をはじめとする社会的課題につ

いて、両者が認識を共有し、事業を通じて、その課題の解決に向かうことが重要だと考え、改善の取り組みを進めて

います。

木材調達

国際的な木材取引の規制強化の流れの中で、伐採・輸出・流通が制約されて、自社で安定的に木材の

調達ができなくなる恐れ
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対応 .1

リスク .2

対応 .2

「5本の樹」計画に基づいて当社が植栽し

た樹木は2013年度に年間約106万本となり、

2001年の取り組み開始からの植栽本数は

累積で1000万本を超えました。

分譲地での植栽ルール化やマンションで

の緑被率目標の設定などを進めてきた結

果、緑化植栽を含む当社の造園事業の売り

上げも、これに伴って年間500億円規模とな

っています。わが国最大級の造園業者とし

て、この取り組みを推進することで、今後も

生き物と共存する庭の楽しさを多くのお客様

に提案していきます。

伐採地の規制動向等の最新情報は現地環境NGOが捕捉していることが多いため、国際環境NGOとのネットワ

ークで把握し、早期に木質建材サプライヤーと共有することで当社に対する優先的な木材の供給体制の見直

しを準備してもらうことができます。

「5本の樹」計画

「5本の樹」計画コンセプト普及の下で、他社が同様の提案を行うことで当社の提案の価値が相対的に

低下する恐れ

植木生産者ネットワークとの長年の連携を生かして市場ニーズに沿った樹種の提案を積極的に進めるとと

もに、設計の提案力アップ研修や施工体制の強化によって、より満足度の高いトータルなエクステリアデザイン

で差異化を図ります。

期待できる効果

「木材調達ガイドライン」の運用

EU木材規制、米国レーシー法等、木材のトレーサビリティが強化されても、他社に先行して、各サプライヤーの状況ま

で把握しながら対応を進めておくことで、既存サプライヤーとの優先的な調達確保ができるとともに、新規採用の際

のルール構築も容易となる。

「5本の樹」計画のもたらす価値の拡大

当社が2012年から進めるブランドビジョン「SLOW & SMART」の下で、大開口サッシからの緑豊かな庭の景色を取り込

んだ快適な暮らしを「スローリビング」と位置付けているところ、「5本の樹」計画をその要素として積極的に発信するこ

とで、建物の差異化、居住価値のアップにも役立てられる。

取り組み効果を報告

1 「5本の樹」計画
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各調達指針の合計点で評価対象の木材調

達レベルを高いものから順にS、A、B、Cの

四つに分類。10の指針の中で特に重視して

いる 1 4 に関しては、ボーダーラインを

設定。

2 木材調達

1 違法伐採の可能性が低い地域から産出された木材

2 貴重な生態系が形成されている地域以外から産出された木材

3 地域の生態系を大きく破壊する、天然林の大伐採が行われている地域以外から産出された木材

4 絶滅が危惧されている樹種以外の木材

5 生産・加工・輸送工程におけるCO 排出削減に配慮した木材

6 森林伐採に関する地域住民等との対立や不当な労働慣行を排除し、地域社会の安定に寄与する木材

7 森林の回復速度を超えない計画的な伐採が行われている地域から産出された木材

8 計画的な森林経営に取り組み生態系保全に寄与する国産木材

9 自然生態系の保全や創出につながるような方法により植林された木材

1 0資源循環に貢献する木質建材

指針の合計点で調達ランクを決定

取り組みの推移

2
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【  ショートムービーの楽しみ方  】
①スマートフォンアプリ「 junaio」を、App
Store（ iPhone・ iPadの方）、または、Google
playストア（Androidの方）で、ダウンロードし
てください（無料）。

②スマートフォンアプリ「 junaio」を起動して、カ
メラマークの付いた写真にかざしてください。読
み込み完了後、ショートムービーを楽しむこと
ができます。

※ アプリ利用の際の通信料はお客様負担となります。
一部対応できない機種があります。

CSVとしての「造園緑化」提案強化の必要性
～生活者、住まい手にとっての価値提案の充実～

2001年に当社が「5本の樹」計画を発表し、生物多様性について配慮した造園緑化の提案を行った時期には、

市場には自生種・在来種はほとんど流通しておらず、こうした樹種は山野から採取してくることが一般的でした。し

かし、当社のサプライヤーを中心とした各地の植木生産者、造園業者が生産を始めたこともあり、日本人の美意識

にも沿った「雑木の庭」に対する市場の評価は次第に膨らみ、近年、住宅だけでなく都市部の商業施設などでも日

本の在来種の活用は広がりつつあります。こうした提案が受け入れられて植栽本数累積1000万本を達成できま

した。

しかし、こうした都会の緑が人の暮らしにどのような安らぎを与えるのか、庭の緑化がどれだけ建物の価値を高

められるのか、その楽しさや魅力を生活者にどう伝えていくのか等、お客様にとって生き物と共存する庭の「価値」

はまだまだ十分に伝えきれていないと思われます。

当社では、自然と触れ合いながら、ゆったりとした時間を取り戻す「スローリビング」の考え方を住まい手にとって

の大きな価値として提案しています。

「5本の樹」計画をベースに、自然の恵みを住まいの心地よさに変えていくことで、自然とつながる暮らしを実現し

ていくためのさまざまな提案を進めていきます。

スマートフォンやタブレットなどを使って、

庭の魅力や楽しさを実感していただくためのAR(拡張現実)等の導入

住宅建築を検討する段階でも「5本の樹」計画の庭の楽しさを理解していただき、緑化に関心を持っていただくた

めに「庭木セレクトブック」などで、楽しさを提案しています。

※ 下記ショートムービーでも一部をご覧いただけます。
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積水ハウスグループでは、企業理念の中で「私たちの目標」として「最高の品質と技術」を掲げています。営業・設計・

生産・施工・アフターサービスなど、住まいづくりのすべてのプロセスにおいて最高の品質、すなわちお客様の信頼と満足を

得ることができるもの（サービス）を提供することを目指しています。中でも工業化住宅という特性上、生産現場・施工現場

における品質の維持・向上は重要なテーマです。

多岐にわたる性能検証を繰り返し行い、一定の基準に則って、工場で生産された部材を現場で施工して完成させるのが

工業化住宅です。部材のほとんどが工場生産されるため、品質や精度が安定し、計算通りの性能を確保できることが大き

な特徴です。

しかし、部材を最終的に現場で「家」にするのは「人」。施工従事者の技能の差によって、性能値や完成度にばらつきが

生じないようにすることが大切です。設計通りの性能を発揮する家になるかどうかは、いかに優れた人材を確保し、徹底し

た品質管理体制のもとで、部材の生産品質や現場での施工品質の精度を高め、均質に維持するかに懸かっています。優

れた性能設計～高品質で高精度な部材生産～確実な施工が一貫して行われてこそ、工業化住宅のメリットが生かしきれる

のです。

住宅の性能向上に伴い、部材生産において要求されるパフォーマンス水準は高まり続けています。一方、日本の建設業

就業者は、3人に1人が55歳以上であり、高齢化が進行しています。今後も高齢者の引退による施工従事者の減少は続

き、新規入職者の確保・育成と定着率向上が建設業界全体の課題となっています。

積水ハウスでは、永続的に優れた人材を確保し、高品質の住まいを安定的に提供する能力・体制を確保することを目指

して、さまざまな施策を講じています。
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安全性と設計の自由度をハイレベルで両立

する独自の構造躯体「ユニバーサルフレーム

・システム」

耐震性と制震性を保ちつつ「スローリビング」など

の心地よい空間を実現

重要なステークホルダー

お客様・従業員・協力会社（購買・加工・物流・施工）・工場および建築現場周辺にお住まいの方

体制

生産については、各工場および生産部が業務の企画・立案・調整を行っています。施工については、施工部が施工

上の品質管理、施工技術の研究開発、施工協力会社等の安全衛生・福利厚生、施工全般の教育研修に関する事項

を掌理しています。

営業部門、技術開発部門、施工部門、生産部門、システム部門およびグループ会社、協力会社が連携し、生産力・

施工力の強化に取り組んでいます。

取り組みの概要（実践）

鉄骨2階建て住宅の構法を統一、高品質・高性能を標準化

2014年3月から鉄骨２階建て住宅の構法を統一し、大幅な再編を実施。構法を「NewBシステム」による「進化したユ

ニバーサルフレーム・システム」に統一することで、耐震性と制震性を強化しつつ、設計自由度を高め「スローリビン

グ」などの大空間・大開口設計が可能になりました。また、外壁のメンテナンスサイクル30年、開口部の高断熱化、居

室の化学物質低減仕様など、重要な基本性能において高品質・高性能を標準化。同時に、3シリーズだった商品編成

を2シリーズに再編し、約400万点あった部材を約250万点に削減。設計・生産・施工効率が改善されました。

これにより、すべてのお客様に「より強く、明るい住まい」を提供しやすくなりました。当社はこれまでも時代を先取

りし、耐震性能や環境性能において高性能の仕様を標準採用してきました。今回の標準化により、さらに一歩業界

をリードし、日本の住宅のスタンダードを引き上げていきます。

コンピューター制御による自動化推進

1棟の住宅を建てるのに必要な部材は、数万点に上ります。「邸別自由設計」が基本の積水ハウスでは、必要な部

材も一邸ごとに異なります。自社工場では、柱・梁をはじめとする主要構造材や外壁材などのオリジナル部材を製造。

多品種の「邸別生産」と、工業化住宅のメリットである合理性を両立させつつ、常に性能・品質が安定した高精度な部

材を供給するため、工場ラインの整備や自動化を推進しています。

2010年、兵庫工場（兵庫県加東市）でダインパネル（外壁材）製造改革を行い、17台のロボットを導入しました。

同年、静岡工場（静岡県掛川市）に鉄骨構造システムを生産する、127台のロボットによる自動化ラインを導入。従

来60％だった自動化率を95％に高め、24時間生産体制や、自由設計で受注した住宅ごとに生産を行う「完全邸別

生産」を実現しました。後工程である施工現場の工期に合わせて生産することで、出荷や施工効率の向上にも寄与し

ています。2013年には、関東工場（茨城県古河市）にも同様のロボットラインを新設。量産体制が整いました。
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多品種の軸組を「完全邸別生産」できる

自動化ラインは住宅業界初

熟練の作業者に匹敵するセンシングカメラを搭

載した溶接ロボット

陶版外壁「ベルバーン」は2012年度「グッ
ドデザイン賞」を受賞

十分に練り上げた材料を金型に通して「

ベルバーン」の基本的な形と柄を成形

センサーカメラで一邸ごとの寸法や色調・

光沢をチェックし、精度を確認

全工程において品質管理を徹底するため、製造ラインごとに専任担当者を

配置。原材料の入念な納入検査、部材の抜き取り検査や品質検査、工場技

術者の定期的な技能試験などを実施しています。こうした生産品質管理体制

の優秀性が認められ、1998年に品質マネジメントシステムの国際規

格「ISO9001」を業界で初めて生産部門一括で取得しました。

また、自社工場では、そのすべてで発生した廃棄物を100％リサイクルする

など、環境への配慮を徹底しています。

シャーウッド構造材の梁の曲げ強度

試験。徹底した生産品質管理を実施

全国8カ所（東京・神奈川・新潟・愛知・滋賀・大阪・岡山・福岡）に物

流拠点を設置しています。物流拠点では自社工場から建材を集めて施

工現場に配送。工事の進行に合わせ、必要な建材を必要な時に届け

る「ジャストインタイム物流」を推進しています。併せて、物流拠点を出

発したトラックが複数の現場を回り、廃棄物や輸送アイテムを回収して

物流拠点に戻る効率的な配車システムを構築。さらに、物流拠点で建

材の一部を組み立てる作業も行い、施工現場における作業の効率化

に寄与しています。 各地に物流拠点を設け、工場生産部材やメ

ーカーから集荷した部材を効率的に配送

自社生産の拡大

2012年に静岡工場、2013年には東北工場（宮城県加美郡色麻町）に、シャーウッド住宅（木造住宅）向け陶版外

壁「ベルバーン」の製造ラインを新設し、生産を開始しました。「ベルバーン」は、優れた耐候性・耐水性・防耐火性・強

度を誇るオリジナルの外壁材です。新製造ラインの完成により、生産能力が月産8万m （住宅約510棟分相当）に

拡大。より多くのお客様の要望に応えられる体制が整いました。東日本大震災被災地の工場に新製造ラインを設けた

ことで、東北における雇用拡大や地産地消の推進にも貢献しています。

生産品質管理体制の整備

物流拠点の拡充による配送効率化

2
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構造用金物を正確に取り付けた状態で出

荷することで、施工現場での作業を軽減

母屋野地パネルなどの大型部材につい

ても複合化を推進

積水ハウスグループの最大の強みが、創業以来「運命協同体」として強

いきずなで結ばれ、共存共栄を図ってきた「積水ハウス会」の存在です。積

水ハウス会は、施工に携わるグループ会社や協力工事店によって結成さ

れている任意組織です。2014年2月1日現在、グループ会社（積和建設、ラ

ンドテック積和）20社と、全国の協力工事店約7000社が加盟しています。そ

れぞれの地域で積水ハウスの各事業所と協力し、施工品質の向上はもと

より、お客様や近隣の皆様への対応、安全対策、現場美化、ゼロエミッショ

ン活動、人材の育成、労働環境の整備など、さまざまな取り組みを進めてい

ます。また、各施工現場や各協力工事店が抱えている課題を共有して解決

策を検討する情報交換の場や、研修・勉強の場を設け、業務改善や技術

向上に努めています。

均質で高精度な施工を実現するには、施

工従事者の職能教育も重要

施工力強化に向けた合理化の推進

限られた人的資源を最大限に活用し、施工力増強を果たすには、施工従事者が気持ち良く効率的に仕事に取り組

める環境づくりが不可欠です。施工現場の声を重視しながら、業務プロセスの効率化に取り組んでいます。現場作業

軽減と施工品質安定を目的に、プレファブリケーション（工場での部材の複合化・プレカット化・プレセット化）を大幅に

推進。現場での加工削減は、省力化のみならず、粉塵などの近隣環境への配慮による現場美化にもつながってい

ます。現場の要望・提案を受け、迅速に対応し、順次メニューを増やしています。また、現場での作業効率を向上させ

るため、分納システムの再構築（施工手順、作業効率を考慮した配送）、賃貸住宅「シャーメゾン」施工現場への階別・

エリア別搬入、世帯別表示と部材識別（製品ラベルの工夫）などを進めています。

運命協同体である「積水ハウス会」との協働
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外装組立技能者・施工管理者を育成する「

普通課程」の2階複合外壁施工（玉掛け）
実習

内装組立技能者を育成する「内装課程」

の天井石こうボード施工実習

「セキスイハウス主任技能者検定」は、国家検定に準ずる、積水ハウス施工業者に

よる自主運営の検定制度です。基礎・外装・内装の施工に携わる技能者の技能を

公正・的確に評価することが目的です。2013年度は157人が合格しました。検定合格

者は現場責任者（現場作業のリーダー）として、施工品質の向上に寄与しています。

評価基準は、主任技能者にふさわしい人間性を兼ね備え、図面および仕様書など

に基づく施工内容の詳細を理解し、規定通りの工事ができ、必要な専門知識と技能を

有する作業者であって、円滑かつ確実な業務の遂行ができること。学科試験と実技試

験の両方に合格すると「セキスイハウス主任技能者」として認定され、認定証とヘルメ

ットが与えられます。検定合格後、経験を積み重ね「施工マイスター」への道が続いて

います。

青いヘルメットは「セキスイハ

ウス主任技能者」資格保有者

の証し

全国で活躍する優秀な技能者を顕彰する制度として「施工マイスター制度」を設け

ています。施工現場における「匠」の顕彰により、技能を評価し、次世代に継承するこ

とを目的として、2010年に創設しました。対象者は、基礎・外装・大工の技能工（主任

技能者）で、豊富な施工実績があり、技術・技能が優れているばかりでなく、後進の指

導育成に秀でているなど、厳しい認定基準をクリアした方々です。認定者には認定証

などが授与され、奨励金が支給されます。施工品質への貢献、高度な技能の伝承

など、他の範となることで、すべての施工従事者のモチベーション向上に資することが

期待されています。 「施工マイスター」認定者に授

与されるワッペン

「教育訓練センター・訓練校」で若い技能者を養成

将来にわたって施工力を確保し、施工品質の維持・向上を図るため、人材の育成や次代を担う若い技能者への技

術の継承に力を入れています。その一環として、教育訓練センター・訓練校を設け、技能者の養成に取り組んでい

ます。東日本教育訓練センター・訓練校（茨城県知事認定）、西日本教育訓練センター・訓練校（山口県知事認定）

は、積水ハウス株式会社が直接運営する認定職業能力開発校。積水ハウスの施工現場に従事することを条件に、積

和建設各社、積和不動産各社、協力工事店に採用された若者に、技術・技能をはじめ、社会人として必要な教養や

マナーを身につける訓練を行い、第一線で活躍できる人材を育てることが目的です。施工に必要な知識と技能だけで

なく、お客様の満足を実現するために大切な積水ハウスの理念を学ぶところが他の学校とは大きく異なる点です。修

了生は全国各地で技能工や施工管理者として活躍しています。

訓練校修了後も、教育訓練センターで実施している研修に参加し、継続して技術・技能向上に取り組んでいます。

基礎研修、外装研修、内装研修、部位別研修など、多彩なカリキュラムを用意。実務経験やレベルに応じて受講する

ことができます。

厚生労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」

優れた技能者を顕彰する「施工マイスター制度」
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リスク.1

対応.1

リスク.2

対応.2

材料費高騰

歩留まり向上施策の推進
製造効率向上施策の推進
代替部材、新規部材の導入（製造対応）

労働人口減少（労働力不足）

ライン整備、自動化推進による生産の省人化、効率化
製造リードタイム短縮
プレファブリケーション推進による現場作業の省力化
ジャストインタイム物流の推進による現場作業の効率化
無理・無駄のない工程計画、施工従事者の適正配置による労働力の最大限の活用
「教育訓練センター・訓練校」運営による若い技能者の養成
職場環境整備、福利厚生充実、研修や資格取得推進等による定着率向上
外国人実習生の受け入れ、研修

リスク.3

対応.3

トラック不足、ドライバー不足

物流拠点を中心にした幹線物流と地域物流の確立
多運行化による回転率向上
住宅設備メーカーからの調達を含む物流システムの全体最適化
配送計画、運用の一元管理
ドライバーの負荷軽減（作業省力化、輸送距離短縮）

リスク.4

対応.4

自然災害

協力会社と連携したBCP（事業継続計画）の推進
物資の備蓄、工場の避難場所としての活用

生産能力・生産品質の維持・向上による競争優位性の維持
自動化・省人化・生産効率向上による生産コスト削減、市場競争力強化
施工能力・施工品質の維持・向上による競争優位性の維持
施工従事者の技能・モチベーション向上による施工品質の向上
製品精度・品質向上によるお客様満足の向上
企業イメージ、商品ブランド力の向上

CSV戦略③生産・施工品質の維持・向上
- 64 -



欧米に比べて日本では住宅が一般的に短期間で解体されるため、住宅の資産価値は比較的低いものとなっていま
す。建物の耐久性を高くし、住み続けたいものになれば「個人資産」である住宅の資産価値が高まり、それが増加すれば
「社会資産」となり、地域の文化的豊かさまで支える社会となります。
また、長く住み続けるためには、多様化しつつある家族形態に柔軟に対応できる住宅であることも必要です。そのよう

な住宅を普及させ、快適に心豊かに暮らせるまちを提供することが当社に求められていると認識しています。

風雪、経年劣化、地震等の自然災害に対する耐久性を高め、住まい方の変化にも容易に対応し、住まい手の愛着を生
み出す工夫を通して、住宅を長期にわたる良質な社会資産とします。
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住宅の耐久性向上の研究・開発のために「総合住宅研究所」（京都
府木津川市）で、住宅の基本性能の検証や評価を行っています。住宅
の耐久性向上だけでなく、来場者（2013年度は年間3万2854人）を
対象に、体験学習等によって、住まい手のニーズの変化を直接聞き取
り、快適を永続させるソフト面の研究も行っています。
また、既に積水ハウスにお住まいいただいているお客様のニーズ

を適時に把握するために、各営業本部に「カスタマーズセンター」
（30事業所）を設置しています。カスタマーズセンターには積水ハウ
ス全従業員の1割に相当する約1400人を配置しています。
このほか、入居後のニーズ変化に対応するために、リフォーム専門

の100％子会社である積水ハウスリフォームを設立しています。ま
た、積和不動産グループは賃貸住宅「シャーメゾン」の管理運営と中
古住宅市場の活性化を担い、7社合計1922人を配属しています。積
水ハウスグループのトータルサポート

部材の耐久性の向上と地震対策技術開発の二つの方向で取り組んで
います。耐久性の向上のために、「3重防錆処理」「壁体内通気工法」をす
べての鉄骨住宅に取り入れています。また、地震に耐える構造としては、
揺れのエネルギーを熱エネルギーに変換して吸収することで、建物の変
形を約半分に低減する制震システム「シーカス」を採用しています。

重要なステークホルダー

お客様・入居者様・地域社会・株主様・投資家様

取り組みの体制

対応A 耐久性の向上

制震システム「シーカス」

カスタマーズセンター休日受付センター

積水ハウスグループのトータルサポート
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応応B対応B 住まい方の多様性への対応

子どもの発育に合わせて間取りを適合させる仕組み「コドモイド
コロ」や共働き夫婦の生活様式に適した「トモイエ」、多世帯の住ま
いに適した「カゾク・ト・カゾク」などの多様な家族形態に合ったプ
ランを、お客様に提案しています。また床とサッシ下端に段差のな
い「フルフラットサッシ」や、握りやすい手すりや取っ手といった身
近なアイテムにもユニバーサルデザイン（UD）を採用しており、「安
全・安心」と「使いやすさ」に「心地よさ」を加えた「スマートUD」を
目指しています。

住まい方や社会ニーズへの対応

空気環境にこだわった商品の開発
化学物質の室内濃度を国の基準の2分の1以下に抑えた内装仕

様「エアキス」を鉄骨系戸建住宅で標準採用しており、末永く健康に
住み続けられる住宅を推進しています。賃貸住宅「シャーメゾン」で
も取り組みを始めました。2013年には「化学物質の抑制」にとどま
らず、「換気」「空気清浄」「温湿度」など室内空気環境全般にまで配
慮するため、全熱交換システムに全館調湿機能を加えた「エアココ
チ」を新設し、湿度においても快適な空気環境を提案しています。

出典：東京都福祉保健局
　　  「化学物質の子どもガイドライン」

竣工時に空気を採取 第三者機関で分析 「性能評価証」を発行

通常のリフォームのほか、省エネルギーに敏感なお客様のニーズに合わせて、最新の省エネ給湯機器や断熱窓への
交換、太陽光発電システムの設置を推進しています。

対応C リフォーム体制

自社の「カスタマーズセンター」が入居後のお客様と継続的にコミュニケーションを取ることでメンテナンス等に関す
るお客様のニーズを適時に把握し、適切なメンテナンスの提案を行っています。

対応D メンテナンス体制

積和不動産グループによる中古住宅仲介のほか、当社が中古住宅を買い取り、修繕・改築・再生して販売する「エバー
ループ」や、住宅履歴情報のある質の高い住宅を独自の査定方式で適切に評価する「スムストック」など、さまざまなメ
ニューを通じて、中古住宅の資産価値を滅却させずに再度市場へ投入しています。

対応E 中古市場充実

入居時および入居1年後または2年後にオーナー様にアンケートを実施し、住まいの満足度調査を行っています。お
客様のニーズを検知し、調査結果を関係各部署にフィードバックして、日常業務の改善はもちろん、新たな部材や商品の
開発、設計・施工の改善などに役立てています。

対応F フィードバック
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住まいの建て替え時期が延び、世代を超えて住み継がれる資産となり、ローン負担などが減少することによって、住
まい手の経済的負担は軽減されます。上質な住まいの経済的メリットが理解され、積水ハウスの支持者が増えるこ
とでブランド価値が向上します。

お客様との関係がより持続的で強固なものになることで、お客様の家族構成やライフステージの変化に応じたメ
ニュー提案の幅と機会が広がり、当社側もそれを支える事業体制の安定が見込まれます。

邸別に住宅の情報を管理しており、リフォームする時期や詳細な部材の情報を把握しているため、それらを活用して、
今後リフォーム事業の拡大が見込まれます。

実現に向けての取り組み

リフォーム前 リフォーム後
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物理的耐久性を向上させるために、国土交通大臣認定のオリジナル制震システム「シーカス」の採用は12ポイントも
増加しています。
また、鉄骨戸建住宅において居住時の快適性を高めるために室内空気質について厚生労働省の指針値の2分の1以下

の室内濃度を実現する「エアキス」仕様の採用も安定的に浸透し、当社の差異化要素として評価を高めています。

国が、構造躯体の劣化対策、耐震性、維持管理・更新の容易性、可変性、バリアフリー性、省エネルギー性の性能等一
定の要件を満たした住宅の認定を与える「長期優良住宅」についても、採用は92％となっています。
リフォーム事業では、累積建築戸数218万戸を超える住宅の供給ストックを生かし、人員を増強するなど、積極的な

事業展開を進めた結果、売上高も前期比12.1％増に至りました。

※1 長期にわたって良好な状態で使用するため
の措置（所管行政庁により認定）が講じら
れた優良な住宅

※2 オーナー様建物の管理棟数に対するリ
フォーム工事履歴がある物件の比率
（2005年2月の管理棟数を基準）

リスク.1

対応.1

住宅が長寿命化することにより、建て替えによる新築の住宅市場全体のパイが縮小していく

国内の住宅市場における当社シェアは現在5％程度です。しかし、今後、社会に長寿命で質の高い住宅の
資産価値のメリットが浸透していけば、商品力・提案力の強いメーカーの製品のシェアはまだまだ拡大余
地が見込まれます。世帯内容やライフスタイルに応じた新しい住まい方と、それを実現するために独自性
の高い提案を進めることにより、シェアを広げていきます。

リスク.2

対応.2

社会的にリフォーム市場とサービスが広がる中で一般の業者との競合の可能性が出てくる

当社が建設し、お引き渡しした建物について邸別に詳細な履歴を把握し、メンテナンス時期やリフォーム
時期を把握できているために、最も適した安心感の高い「純正リフォーム」をタイムリーに提案可能。また、
最新の設備機器についても、新築をベースに大量の購入を行っているため調達のコストメリットを生かし
た質の高い提案ができ、これによって差異化を図ることができます。

65歳以上の要介護者等認定者数は、2010年度末で490万人に上り、2001年度末から203万人増と急速に増加し
ており、実に男性の42％、女性の30％が「自宅での介護」を希望しています。いつまでもわが家で快適に暮らしていきた
いという高いニーズがある半面、老老介護や介護者の負担の増加などが社会課題となっています。
高齢期の身体や暮らしのニーズに柔軟に対応し、末永く住み続けていくためには「生涯住宅思想」のもと、ユニバーサ

ルデザイン（UD）への注力を今後も行っていく必要があります。HEMSによる見守りなどのIT技術の導入とともに、ロ
ボット技術の住宅への導入と住空間設計の融合により、「生涯住宅」にふさわしい技術研究開発を進めています。

※ 内閣府「高齢社会白書平成25年版」
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当社は、UD研究によるノウハウやスマートハウス、スマートタウンに関
する実績を有しますが、ロボティクス研究を行ってきた本田技研工業株式
会社との共同研究で、将来にわたり人の暮らしをサポートする新しいロボ
ティクス技術を住宅内でストレスなく活用することについて検証を開始し
ました。
例えば、「高齢者の自立度の変化パターン」（下図）のステージ1～2の段

階に対しては「健康寿命を伸ばす」ことを重視しています。
これは「UNI-CUB」や「体重支持型歩行アシスト」などのロボティクス

技術を居住空間でどのように生かせるかを検証し、評価していきます。
将来的には高齢者や障害のある場合も、こうした技術を活用しながら

生活の質を落とすことなく普段に近い暮らしを行うことが可能となってい
きます。研究の成果を定期的に発信しながら、両社の「共創」により、ロボ
ティクス技術の住宅内での実用化に向けたプロセスの加速を目指します。
また、ステージ2～3の段階でも人に優しいロボット技術の導入による

高齢者在宅介護の支援や、人とロボットの双方の得意分野を生かすこと
ができる住空間、自然に共存できるロボットのあり方などについて研究を
進めています。マッスル株式会社と共同で、負担を軽減する移動介護ロ
ボット技術を活用し、要介護者の風呂などの水回りや庭などの戸外空間へ
のスムーズな移動を可能にする空間設計について検証していきます。 体重支持型歩行アシスト
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本格的な少子高齢社会を迎え、性別や年齢、障がいの有無や国籍にかかわらず、多様な人材が実力を発揮できる企業
文化の構築が、企業が持続的に成長していく上での最重要課題となっています。
当社では、2006年3月に、従業員と企業がサステナブルな成長を図れるよう、「女性活躍の推進」「多様な人材の活用」

「多様な働き方、ワーク・ライフ・バランスの支援」を三つの柱とした「人材サステナビリティ」を宣言。同年本社内に「女性
活躍推進グループ」を設置し、特に「女性活躍の推進」に注力してきた結果、2013年には東京証券取引所と経済産業省
による「なでしこ銘柄」に選定されるなど、社会からもその取り組みを評価していただけるようになりました。グループを
挙げて、より積極的に取り組むため、2014年2月には経営企画部内に「ダイバーシティ推進室」を設置しました。

多様な人材が創造性、革新性を発揮する組織下で、従業員がいきいきとした社会生活を送れるようになり、同時に明
確な共通目標に向かって取り組むことで従業員の力が結集され、事業を通じたイノベーションを実現します。
その結果、高付加価値を生み出す企業集団として世の中に必要とされ、継続的な成長が見込める存在となります。

重要なステークホルダー

取り組みの概要

従業員・学生や主婦など求職者・投資家様

女性活躍の推進

女性総合職（営業職・技術職）を引き続き積極的に採用します。同時にその能力の伸長を支援し、総
合職としてのモチベーションを向上させ、ならびにライフイベントに応じた働き方を提供して、管理
職となる人材を育成していきます。

住宅営業職は、夜遅くお客様宅に伺って打ち合わせをすることも多く、長年にわたり、男性中心の仕事で
した。お客様ニーズの多様化が進む中、住まいづくりにも「女性目線」が重要であり、企業対応力の幅を広
げようと2005年から女性営業職を積極的に採用し、育成・定着に向けた戦略を推進しています。

CSV戦略⑤ダイバーシティの推進
- 71 -



1

2

3

4

具体的な取り組み

全国の女性営業職が一堂に会する「全国女性営業交流会」を毎年開催。優績社員表彰・成功事例発表・グループ
討議などによりスキルアップやモチベーション向上を図っています。

女性営業職20人を推進委員に任命し、各エリアで女性営業職対象の研修を企画・実施。推進委員が集う女性営
業推進委員会も開催し、全国の取り組みを共有。担当エリアの施策に生かしています。

ロールモデルとなる女性営業職を対象に、結婚後、育児終了までの間、個人の状況に合わせて定休日・所定勤務
時間の変更、結婚・配偶者の転勤による勤務地の変更などを認めています。

女性営業職向けの社内ホームページを開設し、ロールモデルとなる活躍事例などを紹介。女性営業職全体のスキ
ルアップやキャリアビジョンの構築につなげています。

当社グループの積水ハウスリフォームでは、「リフォームアドバイザー（営業）」として、育児経験のある女性を積極採
用。働き方に多様性を持たせることで、多くの従業員が仕事と家庭生活の両立を実現。全営業職の61％（630人）が女性
であり、2014年3月には、女性役員2人も誕生しています。

技術職は営業職と比較すると、女性の登用が進んでおり、管理職候補の層も厚くなってきています。その
一方で、仕事と育児との両立が課題として挙がってくるようになりました。
そこで、女性技術職が長期的に活躍することを目的として、2012年に「女性技術系社員活躍推進ワーキ
ング」を立ち上げました。また、ロールモデルの登用に取り組み、2013年には、設計長2人、チーフアーキ
テクト※4人に増加しました。
加えて、2013年から女性技術職を対象に在宅勤務のテスト導入も開始。育児や介護のため、勤務時間の
制約を受けてしまう従業員に週に1～2回自宅で業務を行うことを認めています。

※ 高い設計能力や折衝能力をはじめ、周囲からの信頼度をもとに選定する社内資格

ワーク・ライフ・バランスの推進

時間外労働の削減、年休取得率の向上や男性の育児休業取得の促進、多様な働き方を支援する
制度の充実

お客様とのきめ細かい打ち合わせが必要な住まいづくりの仕事は、長時間労働になりやすいという問題を抱えていま
す。しかし、従業員一人ひとりに、人生を充実させてほしいという考えから、業務効率や生産性を向上させ、時間外労働の
削減、年休取得の促進に取り組んでいます。また、仕事と家庭の両立支援の観点から、育児・介護の支援制度充実を図っ
ています。

障がい者雇用の促進
「1事業所に1人の障がい者雇用」を目標に、目標未達の事業所の総務担当者と本社の人事担当者がハローワーク等の
主催する雇用マッチングイベントへの参加や、ハローワークや大学の就職指導課等への訪問・照会を行っています。

目標・タイムフレーム
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リスク .1

対応 .1

リスク .2

対応 .2

リスクマネジメント

女性総合職を積極的に採用し始めて10年弱となり、結婚・出産などのライフイベントを迎える時期に。ラ

イフイベントに合わせた離職やパフォーマンス低下などが発生するリスク

短時間勤務制度や勤務時間の繰り上げ・繰り下げ制度など、弾力性の高い勤務制度の導入・運用と、キャリ

アビジョン構築への啓発により、影響の最小化を図ります。また、営業職・技術職（男女共通）を対象に「セルフ

エスティーム向上セミナー（3年次）」「キャリア自律コース（7年次・繰り上げ参加可）」と、自身のキャリアについ

て考える研修を行っています。さらにロールモデル事例を、交流会や社内ホームページを活用して共有してい

ます。

育児休業者や時短勤務者が同時期に多数現れ、一時的に人材不足を引き起こすリスク

直販体制で営業部門、技術部門を含めて統轄し、全社共通の仕組みが共有されているため、人材の適正な配

置がスムーズに行え、人材の偏在化や不足の影響を最小化します。

期待できる効果

1 女性従業員の増加を図ることにより、営業面でも技術開発面でも、お客様ニーズの多様化に合わせた対応力を強化

できます。男性だけ、女性だけでなく、男女が一緒に議論を行うことで、さまざまな視点からのアイデアが生まれる可能

性が広がると考えています。

実現可能性の評価

十分に可能。営業職と比較して女性の進出が先んじていた技術職（技術部門）では、既に商品開発やソフト提案の場

で実現しています。

実現に向けての取り組み

女性の積極採用とジョブローテーションの推進

2 仕事と生活の両立による生きがいの創出は仕事に対するモチベーションの高揚にもつながり、より効率の良い有意義

なアウトプット（アイデア等）を生み出します。併せて、従業員満足度の向上と離職率の低下につながります。

実現可能性の評価

十分に可能。離職率が低下すると学生からの人気が高まり、より優秀な人材が集まってくることが期待できます。

実現に向けての取り組み

メディアや社内ホームページ、社内誌などを活用した社内外への告知

3 障がい者との協働により、ユニバーサルデザインへの意識が高まり、お客様への提案力を強化できます。 

実現可能性の評価

十分に可能。

実現に向けての取り組み

インターンシップの受け入れ、事業所ごとの採用目標を設定した採用活動や障がい者（またはその支援団体）とのコミ

ュニケーション強化

今後も多様な働き方の導入を検討し、従業員が力を存分に発揮し、成長できる環境づくりに取り組んでいきます。
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